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【【概概要要】】 口腔内状態を過不足なく表現できるよう関連用語を整理し、体系付けた上で、コードを付与した仕様を策定した。本仕様は、歯科診療で
の初診時口腔診査の記録や歯科診療に伴う最新の口腔状態の記録、あるいは歯科健診の記録を電子的に保存し、身元確認時の生前

歯科情報として情報交換するための標準規約で、口腔診査に係る項目とその項目に対応するコードやコード仕様、情報交換の仕組みを定義したものであ
る。本仕様は、口腔診査時の状態とその治療履歴記述できることから、医療機関間の情報共有をはじめ、各種健診データの横断的連携、さらにはそれらを
組合せた複合的解析までを視野に必要な条件を検討し策定された。
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【【ははじじめめにに】】 これまで歯科領域における標準として、標準歯科病名マスター（MEDIS）および標準歯式コード仕様（MEDIS）が策定され、医事電

算化の分野においては記録が標準化されつつある[1]。しかし、個人の口腔内状態を表現する用語は、標準化が進んでいるとはい

えない状況であった。特に、先の東日本大震災においては、歯科所見による身元確認が身体的特徴や所持品等による確認に次いで有効であったことが報

告されている一方で、生前の口腔情報が情報システムのベンダー毎に異なる形式であったため、あらためて手入力する作業が必要となった[2]ことなどが課

題となった。そこで、これらの課題解決のため、口口腔腔内内状状態態をを過過不不足足ななくく表表現現ででききるるよようう関関連連用用語語をを分分析析、、整整理理しし、、体体系系付付けけたた上上ででココーードドをを付付与与しし、、口口腔腔診診

査査情情報報のの標標準準化化をを検検討討ししたた。。

口腔診査情報の標準化として口腔内状態を過不足なく表現できるよう、平成２５〜２９年に行われた実証事業等の結果[3〜9]、および

表１に示す歯科診療情報国内標準、主要な口腔診査票および歯科健診票から収集された項目・用語を分析した。その結果を用いて口

腔診査情報標準コード仕様を策定した。

【【方方法法】】
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利利用用分分野野等等 資資料料名名（（発発行行者者）） 利利用用分分野野等等 資資料料名名（（発発行行者者））

診療情報 ICD10対応標準病名マスター（MEDIS） 母子保健 母子健康手帳省令様式（厚生労働省）

診療情報 標準歯科病名マスター（MEDIS） 母子保健 歯と口の健康づくりマニュアルIX（仙台市）

診療情報 標準歯式コード仕様（MEDIS） 母子保健 妊婦歯科健康診査マニュアル（仙台市）

診療情報 レセプト電算処理システム歯式マスター（社会保険診療報酬支払基金） 学校保健 学校歯科医の活動指針（日本学校歯科医会）

診療情報
レセプト電算処理システム電子レセプトの作成手引き-歯科-（社会保険診療報
酬支払基金）

成人保健 標準的な成人歯科健診プログラム・保健指導マニュアル（日本歯科医師会）

診療情報 SS-MIX2仕様書（日本医療情報学会） 成人保健 事業所しか健診の手引き（群馬県歯科医師会）

身元確認 大規模災害時の歯科医師会行動計画（日本歯科医師会） 生涯保健 歯周病検診マニュアル（厚生労働省）

身元確認 DVI Forms [Ante Mortem, Post Mortem]  (INTERPOL) 生涯保健 歯科人間ドック検査記入用紙（ジャパンオーラルヘルス学会）

医療連携 糖尿病連携手帳（日本糖尿病協会） 医療連携 かかりつけ連携手帳（日本医師会、日本歯科医師会、日本薬剤師会）

表１ 口腔診査情報標準コード仕様を策定する際に収集した資料 （発行年・版は省略した）

主要な既存規格、口腔診査票、歯科健診票の項目と用語について分析、整理した結果、口腔診査情報を表現するために必要な情報

は１８種類のレコードおよび653項目と考えられた（表２）。この結果から、口腔診査情報の標準規格となりうる標準コード仕様を策定した(図１)。
【【結結果果】】

11))  仕仕様様のの概概要要
今回策定した仕様は、災害時の身元確認や医療連携等での活用を目的に、歯科診療での初診時口腔診査の記録や歯科診

療（歯科処置）に伴う最新の口腔状態の記録、あるいは学校歯科健康診断等での最新の歯科健診の記録を電子的に保存し、

身元確認時の生前歯科情報として情報交換するための標準規約で、口腔診査に係る項目とその項目に対応するコードや

コード仕様、情報交換の仕組みを定義した。また、「口腔診査情報CSV形式データからHL7への変換仕様」も別途策定しSS-

MIX2標準化ストレージへのバックアップが可能となるようにした（図2c）。

22))  口口腔腔状状態態ススナナッッププシショョッットト

対象者の口腔状態(図2a)を前述の１8の口腔診査情報のレコードで表現することとし、本仕様の定義に従った最新の口腔状態

の電子的記録（CSV形式ファイル）を「口腔状態スナップショット（最新の口腔状態）」と定義した（図2b）。

33))口口腔腔診診査査項項目目

本仕様の口腔診査情報に係る項目は、歯種、現在歯・欠損歯の有無、現在歯の内容、欠損歯の内容などの歯の診査情報と

歯列・咬合の情報を中心に、歯科健診や初診時の口腔診査だけでなく歯科診療行為（算定項目）からも紐付けしやすい項目

とした。また、「口腔状態スナップショット（最新の口腔状態）」の口腔診査情報データを身元確認用「標準プロファイル26項目」

および「口腔状態の標準データセット」と紐付けすることで、そのまま身元確認のための歯科情報照合システム（日本歯科医師

会Webサイト（右記）において提供）で用いることを可能とした。

入力機関情報レコード （17） 現在歯の内容レコード (38) 口腔内装置等レコード (7) 歯科検診等補足項目レコード (392)

個人情報識別レコード (18) 欠損歯の内容レコード (15) 矯正関係レコード (14) 画像情報レコード (9)

入力種別レコード (9) その他レコード (13) その他の疾病および異常レコード (13) 日時レコード (10)

部位レコード (10) 標準プロファイル２６項目レコード (33) 所見・特記事項レコード (9) 合計１８レコード 653項目

基本状態レコード (8) 歯科人間ドック検査票レコード (16) 傷病名部位レコード (19)

表2 口腔診査情報を構成するレコード (項目数)

仕仕様様書書のの入入手手：：
日本歯科医師会WEBサイト
https://www.jda.or.jp/denti
st/program/business.html
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図２ 口腔診査情報標準コード仕様および口腔診査情報CSV形式データからHL7への変換仕様を適用して記録した口腔診査情報の１例（Ver. 1.01）

図１口腔診査情報標準コード仕様

aa bb cc

本仕様による「口腔状態スナップショット（最新の口腔状態）」の出力プログラム等が歯科レセプトコンピュータや歯科電子カルテに実装される

ことで歯科医療機関での身元確認が容易となるだけでなく、毎月の歯科受診者1,200万人以上の「口腔状態スナップショット」、すなわち生前

歯科情報が電子データで蓄積可能となり、また、学校等の歯科健診のデータについても「口腔状態スナップショット」として電子化されることで毎年1,500万人以

上の生前歯科情報の蓄積も可能となるので、大規模災害での身元確認に資することが大と考えられる。また、既存の医療情報交換規格との親和性も高く、医

療機関間の情報共有をはじめ、各種健診データの横断的連携、さらにはそれらを組合せた複合的解析にまで視野に入れた活用が期待される。

【【考考察察】】

主主要要なな口口腔腔診診査査票票、、歯歯科科健健診診票票のの項項目目とと用用語語をを分分析析、、整整理理しし、、口口腔腔診診査査情情報報のの標標準準規規格格ととししてて「「口口腔腔診診査査情情報報標標準準ココーードド仕仕様様」」をを策策定定すするる

ここととががででききたた。また厚生労働省標準として採用される見込みであり、今後、身元確認・医療連携・医療介護連携などへの活用が期待される。【【結結語語】】
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